
平成19（2007）年度　目標/計画（アクションプラン）と実施状況・今後の課題

部門名：

委員会名：

記入日：

活動内容 評価 活動内容 評価
「委員会論文集の満たすべき基準」の早期
適用の推進

・論文集委員会D部門との連絡強化,
アジア交通学会ジャーナルとの連携
検討

・論文集の英文化,，アジア
交通学会ジャーナルなどと
の連携方策の検討を引き続
き実施 定重点研究課題における課題設定の仕組みの

検討

活動内容 評価 活動内容 評価
全分野での当該技術の取組みの強化 ・サマースクール２００７「建設マ

ネジメントを考える」（京都（８月
３１日ー９月１日））

他機関との連携の推進 ・「第二回JCOMM」（札幌（７月
２７日ー２８日））　・土木計画学
湾デーセミナー４９「社会基盤の政
策マネジメント～実践と展望～」
（東京（１０月３日））

・アジア交通学会の活動と
の連携強化を行う予定。ま
ずは国際セミナーのシリー
ズ開催を共同で実施予定。
計画学小委員会とアジア交
通学会IRGとの連携強化を
検討。また，これらとは別
に他の分野との連携のあり

活動内容 評価 活動内容 評価
災害発生時の迅速な調査の実施 ・「第2回防災計画ワークショッ

プー様々な視点から防災計画論を考
えるー」（長岡市（7月25日））

・引き続き，小委員会など
を中心に検討継続予定

他学協会との連携等による体系化の検討 ・「第2回防災計画研究発表会」
（京都（10月26日ー27日））　・
土木学会年次学術講演・研究討論会
「アジア地域の自信災害科学への貢
献～土木計画学からのアプローチに
対する期待」（立命館大学（９月２

・小委員会などが中心にな
りワンディセミナーの開催
等により技術の体系化に向
けた検討を継続予定

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画
④実施状況と達成度の評価

⑤今後の課題と
対応・計画

①長期目標
（2010年目
途）

学術・技術の革新・蓄積・継承

調査研究部門

土木計画学研究委員会

平成19年10月31日

備考中間評価（９月） 最終評価（３月）

①長期目標
（2010年目
途）

社会の構造的変化に対応した学問領域の確立

発表の手段としてのISIの取得に向けた活動
プログラムの作成、推進

⑤今後の課題と
対応・計画

備考中間評価（９月） 最終評価（３月）

新たな学術領域の形成を支援する体制の整
備

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画
④実施状況と達成度の評価

④実施状況と達成度の評価
⑤今後の課題と
対応・計画

備考中間評価（９月） 最終評価（３月）

土木構造物の長寿命化・維持管理技術の拡
充、研究の推進

周辺分野・学際分野への新たな展開を模
索、学術領域の再編・統合

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画

①長期目標
（2010年目
途）

災害対応技術の確立

災害調査・災害直後の緊急体制の点検と拡
充

災害対応技術の体系化、横断的安全問題の
体系化
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平成19（2007）年度　目標/計画（アクションプラン）と実施状況・今後の課題

活動内容 評価 活動内容 評価
周辺分野、学際分野との横断的連携の推進 ・第１回「都市再生塾ー持続可能な

まちと交通をめざして」（大阪（８
月1１日））・第2回「都市再生塾ー
持続可能なまちと交通をめざして」
（大阪（9月15日））　・「第3回
日中共同セミナー：交通まちづく
りー日中の経験」（熊本（8月3日ー
4日））　・「第三回風景づくり夏
の学校ー四国風景街道をデザインす
る２－」（愛媛（８月３日ー８月５

・計画・制度の確立に対す
る学会の貢献について委員
会内部でタスクフォースを
立ち上げて検討を開始予
定，成果を早期に発信予定

都市空間形成技術創出への取組み強化 ・九州大学工学部国際学術フォーラ
ム「維持可能な都市のための地域デ
ザイン -パトリック・ゲデスの遺産-
」（福岡（9月30日））　・「第3
回景観・デザイン研究発表会」（東
京（12月8日ー9日））　・土木計
画学ワンデーセミナー４８「歩行
者・自転車交通研究の体系的整理と
戦略的展開」（東京（４月２５

・必要に応じ，組織化によ
る研究推進と研究発表会等
における成果公表を通じ，
取り組み強化

活動内容 評価 活動内容 評価
環境評価技術創出への取組み強化 ・必要に応じ，環境省や国

土交通省の戦略アセスメン
ト，環境影響評価技術に対
する補完的な検討を行う

持続型社会の構築に資する技術創出への取
組み強化

・第三回プローブパーソン研究会
「プローブパーソンと空間情報の融
合」（東京（8月1日））　・「環境
ITSシンポジウム～持続可能な「環境
配慮型社会」を実現するための市民
参加とITS～」（東京（７月１３
日））　・国際シンポジウム「環境
にやさしい交通街づくり国際シンポ
ジウム」（豊田（７月９日））　・
国際シンポジウム「環境共生社会の
交通～持続可能な交通街づくり～」

・必要に応じ，組織化によ
る研究推進と研究発表会等
における成果公表を通じ，
取り組み強化

①長期目標
（2010年目
途）

都市再生に資する技術の確立

④実施状況と達成度の評価
⑤今後の課題と
対応・計画

備考中間評価（９月）

④実施状況と達成度の評価
⑤今後の課題と
対応・計画

備考中間評価（９月）

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画

計画・制度、防災、社会基盤施設の維持管
理など要素技術の確立

多次元的な時空間視座に基づく都市空間形
成技術の確立

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画

最終評価（３月）

①長期目標
（2010年目
途）

地球環境持続性に関する技術の確立

最終評価（３月）

環境評価技術の確立

自立・環境型都市構造概念の提案
設計・事業評価基準の確立
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平成19（2007）年度　目標/計画（アクションプラン）と実施状況・今後の課題

活動内容 評価 活動内容 評価
示方書等の改訂、設計基準の国際化に向け
た検討

・「バスサービスハンドブック講演
会」（名古屋（５月２５日）神戸
（8月２２日））

活動内容 評価 活動内容 評価
調査研究部門の委員会活動評価の見直し

活動内容 評価 活動内容 評価
技術情報データベースの検討

活動内容 評価 活動内容 評価
活動成果の展開およびCPDのための講習会
等の実施

・サマーセミナー「第六回行動モデ
ル夏の学校」（東京（9月２０日―
21日））・「サマーセミナー（ロジ
スティックマネジメント）」（京都
（9月8日））　・「都市間交通を考
える」サマースクールin広島（広島
（9月15日ー9月16日））

活動内容 評価 活動内容 評価
自然災害現地調査等への参画 ・「土木技術者女性の会（関西地

区）現場見学会」（大阪（9月8
日））

土木全体の視点からの体系付け整備

アクセスが容易なシステムの構築

調査研究部門や支部との連携による継続教
育プログラムの充実

①長期目標
（2010年目
途）

先端学術領域の調査・研究の推進

①長期目標
（2010年目
途）

総合・横断型研究開発の体制確立

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画
④実施状況と達成度の評価

⑤今後の課題と
対応・計画

備考中間評価（９月） 最終評価（３月）

備考中間評価（９月） 最終評価（３月）
④実施状況と達成度の評価

⑤今後の課題と
対応・計画

④実施状況と達成度の評価
⑤今後の課題と
対応・計画

備考中間評価（９月） 最終評価（３月）

最終評価（３月）

備考

④実施状況と達成度の評価

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画

①長期目標
（2010年目
途）

「土木総合情報プラットホーム」の構築

検討体制の明確化

①長期目標
（2010年目
途）

土木技術者の社会貢献と地位向上

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画
④実施状況と達成度の評価

⑤今後の課題と
対応・計画

中間評価（９月） 最終評価（３月）

社会的に高いモラルを求められる活動への
参画による学会、技術者の社会的認知の向
上

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画
⑤今後の課題と
対応・計画

備考中間評価（９月）

①長期目標
（2010年目
途）

継続教育制度の充実
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平成19（2007）年度　目標/計画（アクションプラン）と実施状況・今後の課題

活動内容 評価 活動内容 評価
NPO、NGO、市民との交流の取組み強化 ・土木計画学研究委員会メ

ンバーが関わるまちづくり
など個々の社会貢献を，情
報として集約するととも
に，一層の発展を図る方策
の検討を，必要に応じて展

各種事業評価委員会活動に参加する会員へ
の支援体制の検討

・必要に応じて，国や地
方，公共機関等の評価委員
会に属する土木計画学メン
バーから，評価体制や基準
などの情報を集約し，相互
利用することで改善を図る

活動内容 評価 活動内容 評価
市民公開シンポジウムの開催の取組み強化 ・土木学会全国大会全体討論会「人

口減少下における地域の活力向上を
めざして～土木技術者からの提言
～」（広島（９月１３日））

出張講座等の取組み強化

合意形成手法等に関わる情報の提供 ・各種団体や国土交通省等
の法制化やガイドライン作
りと連携を取りつつ，委員
会としての積極的関与のあ
り方を検討する予定

活動内容 評価 活動内容 評価
英語情報の充実に向けた国際部門への協力 ・第7回アジア交通学会大連大会，

本部事務局や学術委員会への人材協
力

・アジア交通学会の活動と
の連携強化を行う予定。

社会的関心事をテーマとした公開シンポジ
ウムの開催

技術者教育・一般教育を対象とした公開講
座、出張講座などの開催

合意形成過程への積極的な関与

英語情報の整備と充実、英文論文集の発行

①長期目標
（2010年目
途）

情報の電子化

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画
④実施状況と達成度の評価

各種事業評価委員会活動等に参加する会員
への支援体制の整備

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画

①長期目標
（2010年目
途）

情報の提供

最終評価（３月）
④実施状況と達成度の評価

①長期目標
（2010年目
途）

適正な世論形成の支援

備考
⑤今後の課題と
対応・計画

国土・社会資本に係わる主要な社会問題へ
の対応・発信体制の整備
NPO、NGOとの交流促進、市民との交
流・情報提供の場の構築

最終評価（３月）
⑤今後の課題と
対応・計画

②中期計画／事業
（アクションプラン）

③年度計画

中間評価（９月）

備考

評価規準
　Ａ：年度目標ほぼ達成。特段の対策は不要でオンスケジュー
ルと判断される
　Ｂ：目標未達であるが、次期以降で回復可能
　Ｃ：何らかの対策無しでは目標達成不可
　Ｄ：目標の変更が必要

備考

④実施状況と達成度の評価
⑤今後の課題と
対応・計画

中間評価（９月） 最終評価（３月）

中間評価（９月）
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